





　すでに 1540 年『魂についての覚書』（Commentarius de anima）としてアリストテ


















　テキスト ( ラテン語 ) としては、邦訳ノート（1）（2）と同様 MSA 第 3 巻 340-342
頁を用いた。全 65 頁からの部分訳である。次も参照した。Schmidt, G.R.(hrsg.) 
















































序 理 解 であり、正しく部分を組み合わ
せることであり、弁証論に詳しく述べられている。ストア派の教説ではこれら三つ
のクリテリアは、アイステーシス、プロレープシス、グノーシスと名づけられてい
る。経験を理解するのに疑いがない場合、アイステーシスと呼ぶ。根本原理をプロ
レープシスと呼ぶ。したがってグノーシスは判断であり、それは順序、あるいは結論、
あるいは関連の理解である。
　教会には四つ目の確かさの規範がある。すなわち、神の 啓
パテファクティオ
示 であり、これは明
らかで間違いのない証拠によって示される。それは、預言と使徒の書のなかになお
も存在する。ところで、たとえ人間の精神が自然の光によって認識されたものと容
易かつ堅固に賛同するとしても、同様の首尾一貫性でもってすべての理性的な被造
物は神によって明らかにされた見解に賛同しなければならない。たとえ自然の光に
は真実であるとも確実であるとも見えないにせよ。2×4=8 と疑いなく断言するのと
同様に、神は人間を死から生き返らせ、教会を永遠の栄光によって飾り、罪人を永
遠の罰に投ずる、とわたしたちは主張しなければならない。しかし多くのもっとも
無謀な者たちは、快楽主義者やその他の者のように、神の告げ知らせに反対する。が、
一部の人間は賛同し、不思議な証拠によって動かされる。このなかで福音の声を通
して聖霊はこの光に点火する。そして精神を賛同する方向へと向ける。すると精神
は聖霊に従う。福音の声をよろこんで迎え入れ、疑いに抵抗する。神によって明ら
かにされた言葉をよろこんで受け入れる、この賛同を信
フィデース
仰という。これはある者た
ちおいては強固であるが、ある者たちにおいては柔弱である。信仰を神からの取る
に足らない恵みであるとわたしたちはいいたくない。それは神の秘密の場所から示
されたのであり、自らをわたしたちに明らかにされたのだ。この啓示によって神が
まさに人間に関心をもっていることが証明されたのである。よってこの啓示が人生
の第一の光であってもらいたいし、すべての行動と計画を導いてもらいたい。信仰
が点火されるために、毎日わたしたちは神に呼びかけ、啓示の証拠に思いをめぐら
せたい。神の恵みによる善きものごとを認識し賛美したいものである。
